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本書は、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３２条に基づき研究評価委員会において

設置された「炭素循環社会に貢献するセルロースナノファイバー関連技術開発」（終了時評

価）の研究評価委員会分科会（２０２５年１２月３日）において策定した評価報告書（案）

の概要であり、ＮＥＤＯ技術委員・技術委員会等規程第３３条の規定に基づき、第８２回研

究評価委員会（２０２６年３月１７日）にて、その評価結果について報告するものである。 
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「炭素循環社会に貢献するセルロースナノファイバー関連技術開発」 

（終了時評価） 

評価概要（案） 

 

１．評価 
１．１ 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋 
本事業は、脱炭素社会の構築という我が国の国家的目標に沿ってアウトカムが適切に設定

されており、セルロースナノファイバー（CNF）の技術的課題克服に向けた取り組みを着実

に進展させ、多くの成果をあげた点は高く評価できる。 
アウトカム達成までの道筋については、NEDO のイニシアチブによるロジックモデルを

導入したことでその道筋が明確となった。参画企業の役割も明確に示されており、幅広いス

テークホルダーを取り込むための努力も見られた。また、CNF の安全性評価や広報など、

アウトカムの達成に向けて必要な取組も網羅され、事業終了後の自立化を見据えたロードマ

ップも提示されており、持続可能性への配慮が感じられた。 
オープン・クローズ戦略については、非競争領域である安全性評価や環境（LCA※）評価

は積極的な情報発信を行い、一方で製造方法などのノウハウは秘匿するなど、適切に策定・

実行されていた。各事業者の製品拡販には海外市場の取り込みも重要となる中、安全性評価

書の海外版作成に取り組んだことも評価できる。 
一方で、アウトカム目標は、その実現のためにバックキャストして、どのようなアウトプ

ットを目指すのか、アセット・インプットが必要か、という考え方が要求されるが、そのよ

うな考え方で事業を進めている姿が十分ではなかった。CNF を普及させようとするなら

ば、最終製品を使用する消費者をより意識したロジックモデルの検討などを行い、さらに多

くの社会的インパクトがアウトカムに望まれる。 
今後は、オープン・クローズ戦略の範囲を再検討し、本事業内の企業間でもう一段階踏み

込んだ技術・情報共有が進めば、成果のさらなる拡大が期待できる。国際標準化機関への提

案や業界団体との協調を強化し、国際競争力を高めるとともに、標準化戦略にもより積極的

に取り組んでいただきたい。 
 

※LCA: Life Cycle Assessment 
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１．２ 目標及び達成状況 
アウトカム目標及び達成見込みについては、2050 年のカーボンニュートラル達成を見据

え、適切な根拠のもとでアウトカムが設定され、達成可能性も十分に見込まれる。特に、モ

ビリティ分野や複合材料への展開は現実的かつ有望であり、アウトカム目標の達成に大きく

寄与すると評価できる。また、LCA 分析により、潜在的な「未来の環境価値」の定量化が進

められており、将来の外部環境変化を適切に織り込んだ技術課題・社会課題の抽出・検討が

行われている点は、高く評価できる。 

 アウトプット目標については、各企業の開発目標と外部環境の変化（市場動向や社会的ニ

ーズ）を踏まえ適切に設定・見直されていた。また、アウトカム目標達成に必要なアウトプ

ット目標（技術スペック、TRL※、論文数、特許出願件数など）が明確に設定され、着実に

達成されている。特に、LCA 評価での目標（学会・論文発表の件数）過達、また、早期事業

化に向け前倒しで終了したテーマが見られたことは、顕著な成果として高く評価できる。 

 一方、アウトプット目標が各社製品の実用化・事業展開に偏重しているため、積み上げ式

の事業構造に留まっている。CNF の社会実装が進んだ社会像を描き、その未来像からバッ

クキャスティングによる社会変容や合意形成を進めることが必要と考える。 

今後は、事業の進捗状況を踏まえ、アウトカムの数値およびその根拠を適宜アップデート

できる環境の構築が望まれる。CNF 事業が形式的な環境配慮にとどまることのないよう、

科学的根拠に基づく丁寧な検証と情報発信を進めていただきたい。また、次期事業では、国

民に広く理解されるような社会価値・環境価値を反映したアウトカム目標の設定が期待され

る。将来の市場への適合性を鑑み、より多面的な検討を行うとともに、論文・社会広報活動・

特許を事業化戦略とより強く結び付けることで、経済的価値のみならず、研究成果のソーシ

ャルインパクト（社会的影響力）の最大化を目指していただきたい。 
 
※TRL: Technology Readiness Level 
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１．３ マネジメント 
実施体制については、NEDO と PL・SPL の適切なガバナンスのもと指揮命令系統や責任

体制が明確に整備され、意思決定や進捗管理が円滑に行われており、各事業者は実用化・事

業化に向けその能力を発揮し精力的に成果をあげていた。採択プロセスや採択された事業者

も適切であったと評価できる。 

 研究開発計画は、アウトプット目標達成に必要な要素技術が適切に盛り込まれ、要素技術

間の連携も確保されていた。また、早期事業化を果たした企業を円滑に卒業させ、新規テー

マが追加されるなど柔軟な対応がなされ、研究開発の進捗を管理する手法は適切であったと

評価できる。 
 一方で、成果の社会実装に向けた消費者の関与は不足しており、CNF 社会実装のフィー

ドバックループは十分に機能しているとは言えないのではないか。今後は、実施者間の連携

やユーザーの関与拡大など、広く国民に事業成果の社会的価値を理解してもらうため、共創

型のフィードバック体制の構築が期待される。 
また、各社の要素技術開発は明示されているものの、成果の相互補完や波及効果は限定的

であった。バックキャスティングの視点を導入するなど、CNF が社会に浸透した理想像か

ら逆算した研究開発計画の策定や企業間連携のさらなる強化、要素技術の相互補完や共同開

発を促進することで、成果の社会実装を加速させていただきたい。CNF 安全性評価の推進

に当たっては、専門家による計画的かつ組織的な評価体制を構築し、本事業期間だけに留ま

らず今後も継続していくことが望まれる 
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２．評点結果 
 

 
 

≪判定基準≫ 

A：評価基準に適合し、非常に優れている。  
B：評価基準に適合しているが、より望ましくするための改善点もある。  
C：評価基準に一部適合しておらず、改善が必要である。  
D：評価基準に適合しておらず、抜本的な改善が必要である。  

（注）評点は A=3、B=2、C=1、D=0 として事務局が数値に換算・平均して算出。 

 

 

評価項目・評価基準 各委員の評価 評点 

1. 意義・アウトカム（社会実装）達成までの道筋  
(1) アウトカム達成までの道筋 A A B B C C 2.0 

(2) 知的財産・標準化戦略 A B A B A A 2.7 

2. 目標及び達成状況 
 

(1) アウトカム目標及び達成見込み A B A C C C 1.8 

(2) アウトプット目標及び達成状況 A B A B A A 2.7 

3. マネジメント  
(1) 実施体制 A A A C B B 2.3 

(2) 研究開発計画 A A B B A B 2.5 


